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1. 2024年3月期の連結業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 118,060 △0.6 5,473 15.6 5,707 15.1 3,793 20.0

2023年3月期 118,721 5.9 4,736 △14.1 4,957 △11.3 3,160 △14.9

（注）包括利益 2024年3月期　　4,995百万円 （53.8％） 2023年3月期　　3,248百万円 （△14.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 79.94 ― 7.2 6.3 4.6

2023年3月期 66.73 ― 6.3 5.8 4.0

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 0百万円 2023年3月期 1百万円

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため１株当たり当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 92,895 56,075 58.8 1,162.69

2023年3月期 87,184 52,711 58.9 1,080.46

（参考） 自己資本 2024年3月期 54,647百万円 2023年3月期 51,344百万円

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため１株当たり当期純資産は、前連結会計年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して算定しております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 10,911 △3,995 △2,693 14,227

2023年3月期 2,180 △2,971 △853 10,004

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― ― ― 90.00 90.00 855 27.0 1.7

2024年3月期 ― ― ― 210.00 210.00 1,974 52.5 3.7

2025年3月期(予想) ― ― ― 42.00 42.00 50.6

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため2023年３月期及び2024年３月期の期末配当金は、当該株
式分割前の実際の配当金を記載しております。



3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 50,500 △0.6 540 △14.3 550 △31.0 280 △42.5 5.96

通期 126,000 6.7 6,000 9.6 6,100 6.9 3,900 2.8 82.98

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」については、当該株式分
割後の発行済株式数（自己株式数を除く）により算定しております。

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 52,200,230 株 2023年3月期 52,200,230 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 5,199,315 株 2023年3月期 4,679,080 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 47,455,575 株 2023年3月期 47,358,120 株

当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株
式数は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

（参考）個別業績の概要

2024年3月期の個別業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 82,132 △1.5 1,849 △7.4 2,497 7.0 1,961 22.1

2023年3月期 83,340 1.9 1,998 △35.4 2,334 △29.6 1,606 △32.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期 41.33 ―

2023年3月期 33.92 ―

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため１株当たり当期純利益は、前事業年度の期首に当該株式
分割が行われたと仮定して算定しております。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 72,306 37,452 51.8 796.84

2023年3月期 70,994 36,738 51.7 773.10

（参考） 自己資本 2024年3月期 37,452百万円 2023年3月期 36,738百万円

当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため１株当たり純資産は、前事業年度の期首に当該株式分割
が行われたと仮定して算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではございません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．当社は、2024年６月11（火）に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。その模様については、当日使用する決算説明資料ととも
に、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行により社会経済活動の正常化が一

段と進み、雇用や所得環境の改善、インバウンド需要の増加など、景気は回復基調で推移しました。一方で、国際情

勢の緊迫化やエネルギー価格の高騰など、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの主要事業であります道路建設業界におきましては、政府建設投資は底堅く推移し、民間設備投資も

企業収益の改善に伴い回復傾向がみられるものの、受注競争の激化に加え、建設資材価格や人件費の上昇により依然

として厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループは中期経営計画（2021年度～2023年度）の取組を推進し、当社グループ全体の

総合力の強化に取組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度の受注高は123,991百万円（前連結会計年度比5.9％増加）、売上高は118,060百万円

（同比0.6％減少）となりました。

一方、損益につきましては、営業利益は5,473百万円（同比15.6％増加）、経常利益は5,707百万円（同比15.1％増

加）となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は3,793百万円（同比20.0％増加)となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①建設事業

当連結会計年度の受注高は76,178百万円（前連結会計年度比11.4％増加）となりました。また、完成工事高は

70,247百万円（同比0.3％増加）となり、次期繰越高は34,990百万円（同比20.4％増加）となりました。利益面に

おきましてはセグメント利益は3,468百万円（同比5.2％増加）となりました。

主な受注工事

受注先 工事名 工事場所

西日本高速道路㈱ 令和５年度佐世保道路相浦舗装工事 長崎県

西日本高速道路㈱ 令和５年度大阪高速道路事務所管内舗装補修工事 大阪府

国土交通省（港湾空
港）

令和５年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事（第２次） 福岡県

西日本高速道路メン
テナンス関西㈱

Ｒ６年度神戸地区保全工事 兵庫県

東日本高速道路㈱ 道央自動車道 北広島管内北地区舗装補修工事 北海道

日本貨物鉄道㈱ 沼津貨物駅新設に伴うコンテナホーム新設他（第Ⅰ期）工事 静岡県

主な完成工事

受注先 工事名 工事場所

中日本高速道路㈱
北陸自動車道（特定更新等）金沢管内舗装補修工事（2020年度）特定
建設工事共同企業体

石川県

中日本高速道路㈱ 中央自動車道松本管内舗装工事(2020年度) 長野県

㈱チュウブ 鳥取県ＰＦＩ再整備施設工事 鳥取県

国土交通省 令和４年度福岡空港滑走路増設滑走路新設外工事（第２次） 福岡県

国土交通省 大野油坂道路和泉トンネル貝皿地区舗装工事 福井県

本州四国連絡高速道

路㈱
令和４年度神戸管内舗装補修工事 兵庫県

②建設材料等の製造販売・環境事業等

当連結会計年度の売上高は47,813百万円（前連結会計年度比1.8％減少）となり、利益面におきましては、セグ

メント利益は4,162百万円（同比19.6％増加）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

① 資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ3.6％増加し、61,566百万円となりました。これは主として、現金預金

が4,222百万円、電子記録債権が865百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が3,539百万円減少したことな

どによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ12.9％増加し、31,329百万円となりました。これは主として、有形固定

資産が1,745百万円、投資有価証券が908百万円増加したことなどによるものです。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて6.6％増加し、92,895百万円となりました。

② 負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ3.3％増加し、32,487百万円となりました。これは主として、支払手

形・工事未払金等が4,659百万円増加し、電子記録債務が2,348百万円、短期借入金が1,436百万円減少したことな

どによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ43.8％増加し、4,332百万円となりました。これは主として、長期借入

金が750百万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.8％増加し、36,820百万円となりました。

③ 純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ6.4％増加し、56,075百万円となりました。これは主として、親会社

株主に帰属する当期純利益により利益剰余金が2,947百万円増加したことなどによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ4,222百万

円増加し、14,227百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、獲得した資金は10,911百万円の収入(前連結会計年度2,180百万円の収入)となりました。主

な内訳は、税金等調整前当期純利益5,680百万円、減価償却費2,194百万円、法人税等の支払額1,762百万円、売上

債権の減少額2,674百万円、仕入債務の増加額1,946百万円などであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、使用した資金は3,995百万円の支出(前連結会計年度2,971百万円の支出）となりました。主

な内訳は、有形固定資産の取得による支出4,085百万円などであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、使用した資金は2,693百万円の支出(前連結会計年度853百万円の支出)となりました。主な内

訳は、短期借入金の純減少額1,488百万円、長期借入れによる収入1,350百万円、自己株式の取得による支出1,002

百万円、配当金の支払額855百万円などであります。
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（４）今後の見通し

今後の経済環境につきましては、世界的なインフレが継続しており、金融引締め政策とこれに伴う為替変動リス

ク、ならびに地政学的リスクがもたらすエネルギーや原材料価格などの調達コストに与える影響を注視する必要が

あります。また、政府の要請による賃金引き上げや、調達コスト高騰による価格転嫁を進めていくことが必要であ

ると考えておりますが、企業間の熾烈な受注競争が続く中、当社グループを取り巻く環境は厳しい状況が継続する

事が見込まれます。

当社グループは現在の環境を踏まえ、創立100周年となる2030年のビジョン「TOA ROAD Vision2030」を設定し、

目標達成のため中期計画を推進してまいります。今年度からは、前期を最終年度とした中期経営計画を引き継ぎ、

３年後の2026年度を目標年とする新しい中期経営計画「TOA ROAD Sustainable Plan 2026」を策定、開始しており

ます。この中期経営計画では、「CSR経営への転換」と「持続可能な成長基盤の構築」を２つの主要な柱とし、加え

てこれまで以上に資本コストを重視した経営を追求していくことを目指してまいります。

新中期経営計画において、建設事業部門では喫緊の課題である2024問題を変革の契機と捉え、従業員とのエンゲ

ージメント向上やＤＸを駆使し、多様な働き方を模索しながら働き方改革を積極的に進めてまいります。製品事業

部門におきましては、地球環境に配慮した製造装置への転換に積極的な設備投資を行ってまいります。また、価格

転嫁を図りつつ、地球環境保全に資する材料を各自治体に積極的に提案し、地域密着型の活動を展開してまいりま

す。

技術開発（Ｒ＆Ｄ戦略）に関しては、これまで通り道路インフラの長寿命化やライフサイクルコストの最小化を

目指す技術を基軸に据えつつ、膨大にストックされた道路資産の運用に役立つ調査・評価手法の提案や予防的な舗

装工法の展開を進めます。また、脱炭素素材の開発や路面太陽光発電舗装、走行中ワイヤレス給電技術などのイノ

ベーションへ挑戦し、創立100周年ビジョンである「社会から選ばれるオンリーワン企業」を目指してまいります。

これらの方針に基づく諸施策の着実な実施により、2025年３月期の業績予想につきましては、売上高126,000百万

円、営業利益6,000百万円、経常利益6,100百万円、親会社株主に帰属する当期純利益3,900百万円を見込んでおりま

す。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、企業間の比較可能性を考慮し、日本基準で連結財務諸表を作成しております。なお、IFRSの適用に

つきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 10,004 14,227

受取手形・完成工事未収入金等 39,473 35,934

電子記録債権 2,430 3,296

未成工事支出金 1,842 2,201

商品及び製品 972 1,125

仕掛品 350 447

材料貯蔵品 1,493 1,668

その他 2,926 2,739

貸倒引当金 △69 △73

流動資産合計 59,427 61,566

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,456 13,941

機械装置及び運搬具 27,510 28,438

土地 12,375 13,764

リース資産 1,061 1,291

建設仮勘定 143 150

その他 2,563 2,653

減価償却累計額 △35,770 △37,155

有形固定資産合計 21,339 23,085

無形固定資産 346 281

投資その他の資産

投資有価証券 4,528 5,437

長期貸付金 280 317

退職給付に係る資産 854 1,612

繰延税金資産 273 381

その他 301 328

貸倒引当金 △165 △113

投資その他の資産合計 6,071 7,962

固定資産合計 27,757 31,329

資産合計 87,184 92,895
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 16,517 21,176

電子記録債務 6,265 3,916

短期借入金 2,036 600

未払法人税等 1,097 1,112

未成工事受入金 1,399 1,044

完成工事補償引当金 27 24

工事損失引当金 190 169

その他 3,927 4,444

流動負債合計 31,460 32,487

固定負債

長期借入金 150 900

繰延税金負債 745 1,244

再評価に係る繰延税金負債 1,044 1,041

退職給付に係る負債 449 439

資産除去債務 54 55

その他 569 650

固定負債合計 3,012 4,332

負債合計 34,472 36,820

純資産の部

株主資本

資本金 7,584 7,584

資本剰余金 7,105 7,258

利益剰余金 35,722 38,670

自己株式 △1,724 △2,620

株主資本合計 48,688 50,893

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,805 2,437

土地再評価差額金 652 648

退職給付に係る調整累計額 198 667

その他の包括利益累計額合計 2,656 3,753

非支配株主持分 1,366 1,428

純資産合計 52,711 56,075

負債純資産合計 87,184 92,895
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 118,721 118,060

売上原価 106,378 104,576

売上総利益 12,343 13,483

販売費及び一般管理費 7,607 8,009

営業利益 4,736 5,473

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 177 178

貸倒引当金戻入額 - 35

その他 117 98

営業外収益合計 300 317

営業外費用

支払利息 21 13

金融手数料 22 15

訴訟関連費用 4 29

支払手数料 - 12

その他 30 12

営業外費用合計 79 83

経常利益 4,957 5,707

特別利益

固定資産売却益 92 47

その他 14 6

特別利益合計 107 54

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 87 77

減損損失 - 0

子会社株式評価損 90 -

その他 10 2

特別損失合計 188 81

税金等調整前当期純利益 4,875 5,680

法人税、住民税及び事業税 1,684 1,889

法人税等調整額 △90 △102

法人税等合計 1,593 1,787

当期純利益 3,281 3,893

非支配株主に帰属する当期純利益 121 100

親会社株主に帰属する当期純利益 3,160 3,793
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益 3,281 3,893

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15 632

退職給付に係る調整額 △48 469

その他の包括利益合計 △33 1,102

包括利益 3,248 4,995

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,127 4,895

非支配株主に係る包括利益 121 100
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

土地再評

価差額金

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 7,584 6,986 33,419 △1,606 46,383 1,789 652 246 2,689 1,392 50,466

当期変動額

剰余金の配当 △857 △857 △857

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,160 3,160 3,160

自己株式の取得 △284 △284 △284

自己株式の処分 93 166 260 260

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

25 25 25

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

15 - △48 △33 △26 △59

当期変動額合計 - 119 2,302 △117 2,304 15 - △48 △33 △26 2,245

当期末残高 7,584 7,105 35,722 △1,724 48,688 1,805 652 198 2,656 1,366 52,711

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株

主持分

純資産合

計資本金
資本剰余

金

利益剰余

金
自己株式

株主資本

合計

その他有

価証券

評価差額

金

土地再評

価差額金

退職給付

に係る

調整累計

額

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 7,584 7,105 35,722 △1,724 48,688 1,805 652 198 2,656 1,366 52,711

当期変動額

連結範囲の変動 △5 5 - -

剰余金の配当 △855 △855 △855

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,793 3,793 3,793

土地再評価差額金取

崩額
4 4 4

自己株式の取得 △896 △896 △896

自己株式の処分 158 158 158

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

632 △4 469 1,097 61 1,158

当期変動額合計 - 153 2,947 △896 2,205 632 △4 469 1,097 61 3,363

当期末残高 7,584 7,258 38,670 △2,620 50,893 2,437 648 667 3,753 1,428 56,075
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,875 5,680

減価償却費 2,060 2,194

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 △48

減損損失 - 0

工事損失引当金の増減額（△は減少） 135 △21

退職給付に係る資産負債の増減額（△は減少） 29 748

固定資産除却損 87 77

子会社株式評価損 90 -

受取利息及び受取配当金 △182 △183

支払利息 21 13

持分法による投資損益（△は益） △1 △0

固定資産売却損益（△は益） △92 △46

売上債権の増減額（△は増加） △2,224 2,674

未成工事支出金の増減額（△は増加） △442 △358

棚卸資産の増減額（△は増加） 33 △424

仕入債務の増減額（△は減少） △560 1,946

未払消費税等の増減額（△は減少） 357 △279

未成工事受入金の増減額（△は減少） △514 △355

その他 △65 885

小計 3,582 12,504

利息及び配当金の受取額 182 183

利息の支払額 △22 △13

法人税等の支払額 △1,563 △1,762

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,180 10,911

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,245 △4,085

有形固定資産の売却による収入 102 141

投資有価証券の取得による支出 △653 △7

貸付けによる支出 △101 △36

貸付金の回収による収入 3 101

その他 △76 △108

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,971 △3,995



東亜道路工業株式会社(1882) 2024年３月期 決算短信

11

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,088 △1,488

長期借入れによる収入 - 1,350

長期借入金の返済による支出 △816 △548

自己株式の売却による収入 100 -

自己株式の取得による支出 △284 △1,002

配当金の支払額 △857 △855

非支配株主への配当金の支払額 △16 △29

その他 △67 △120

財務活動によるキャッシュ・フロー △853 △2,693

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,644 4,222

現金及び現金同等物の期首残高 11,649 10,004

現金及び現金同等物の期末残高 10,004 14,227
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形・完成工事未収入金等」に含めていた「電子記録債権」

は、金額的重要性が増したため、当第１四半期連結会計期間より独立掲記することとしております。この表示方

法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結貸借対照表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形・完成工事未収入金等」に

表示していた41,904百万円は、「受取手形・完成工事未収入金等」39,473百万円、「電子記録債権」2,430百万円

として組替えております。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、舗装、土木その他建設工事、建設物の解体工事を行う「建設事業」とアスファルト合材、アス

ファルト乳剤、その他建設用材料の製造販売及び建設廃棄物の中間処理、汚染土壌の調査・浄化処理等を行う「製

造販売・環境事業等」で事業活動を展開しております。

従って、当社グループは「建設事業」及び「製造販売・環境事業等」の２つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。セグメント間の内部売上高及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

報告セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 70,045 48,675 118,721

セグメント間の内部売上高
又は振替高

29 993 1,023

計 70,075 49,669 119,745

セグメント利益 3,296 3,481 6,778

セグメント資産 49,258 36,977 86,235

その他の項目

減価償却費 580 1,236 1,817

持分法適用会社への投資額 － 79 79

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,144 1,595 2,739

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 70,247 47,813 118,060

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7 961 968

計 70,254 48,774 119,029

セグメント利益 3,468 4,162 7,631

セグメント資産 48,794 41,998 90,792

その他の項目

減価償却費 526 1,426 1,952

持分法適用会社への投資額 － 80 80

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

457 3,430 3,887
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

（単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 119,745 119,029

セグメント間取引消去 △1,023 △968

連結財務諸表の売上高 118,721 118,060

（単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 6,778 7,631

セグメント間取引消去 41 38

全社費用（注） △2,083 △2,195

連結財務諸表の営業利益 4,736 5,473

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 86,235 90,792

セグメント間の債権の相殺消去 △9,957 △8,653

全社資産（注） 10,905 10,756

連結財務諸表の資産合計 87,184 92,895

(注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社管理部門の資産であります。

（単位：百万円）

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 1,817 1,952 243 241 2,060 2,194

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,739 3,887 213 108 2,952 3,996

(注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、親会社管理部門の設備投資額であります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 1,080円 46銭 1,162円 68銭

１株当たり当期純利益 66円 73銭 79円 94銭

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。そのため１株

当たり純資産額及び１株当たり当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して

算定しております。

３ 算定上の基礎

（１）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

連結貸借対照表上の純資産の部の合計額(百万円) 52,711 56,075

普通株式に係る純資産額(百万円) 51,344 54,647

差額の主な内訳(百万円)

非支配株主持分 1,366 1,428

普通株式の発行済株式数(千株) 52,200 52,200

普通株式の自己株式数(千株) 4,679 5,199

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
数(千株)

47,521 47,000

（２）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 3,160 3,793

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

3,160 3,793

普通株式の期中平均株式数(千株) 47,358 47,455
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(重要な後発事象)

（自己株式の消却）

当社は、2024年４月２日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却に係る事

項について決議し、自己株式の消却を実施しました。

１ 自己株式の消却を行う理由

株主還元および資本効率の向上を図ることを目的としております。

２ 自己株式の消却に係る事項の内容

（１）消却した株式の種類

当社普通株式

（２）消却した株式の総数

805,500株

(2023年６月29日開催の取締役会決議に基づいて取得した自己株式の全株式数)

（３）消却後の発行済株式総数

51,394,730株

（４）消却実施日

2024年４月30日

（注）当社は、2024年４月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。上記株式数

は当該株式分割後の株式数に換算して記載しております。
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４．その他

生産、受注及び販売の状況

事業別受注・売上・次期繰越高

区 分

前連結会計年度
自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

当連結会計年度
自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

前
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 19,878 64.6 17,286 59.5

土木工事 10,870 35.4 11,772 40.5

計 30,748 100.0 29,059 100.0

製造販売・環境事業等 - - - -

合 計 30,748 100.0 29,059 100.0

受
注
高

建設事業

舗装工事 54,472 46.5 59,034 47.6

土木工事 13,883 11.9 17,143 13.8

計 68,356 58.4 76,178 61.4

製造販売・環境事業等 48,675 41.6 47,813 38.6

合 計 117,032 100.0 123,991 100.0

売
上
高

建設事業

舗装工事 57,064 48.1 54,653 46.3

土木工事 12,981 10.9 15,593 13.2

計 70,045 59.0 70,247 59.5

製造販売・環境事業等 48,675 41.0 47,813 40.5

合 計 118,721 100.0 118,060 100.0

次
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 17,286 59.5 21,667 61.9

土木工事 11,772 40.5 13,322 38.1

計 29,059 100.0 34,990 100.0

製造販売・環境事業等 － － － －

合 計 29,059 100.0 34,990 100.0


